
⑳

３ 工事費の高騰 事業費：＋270億円
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３ 費用便益分析 前回評価時からの増減・増減要因（主な増額内容）



⑰

４ 設備工事費の増額 事業費：＋114億円
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３ 費用便益分析 前回評価時からの増減・増減要因（主な増額内容）

増設



⑰３ 費用便益分析 前回評価時からの増減・増減要因（コスト減額内容）

５ コスト減額 事業費：▲74億円 ※今後も継続してコスト縮減に取り組む

○トンネル構築ステップの見直しによる効率化

■分割施工の見直し

当初

当初は仮堤防と既設堤防の間でなじみ期間（３年放置）を確保するため、トンネル躯体を分割施工で考えていたが、河川管理者
による早期異常の発見、異常時の早期対応の体制が確保できたことから、なじみ期間を短縮し、躯体の一括施工が可能。

変更

・躯体を分割施工 ・躯体を一括施工

二重締切

←市街地側 河川側→

堤防 仮土堤

■仮堤防の基準の見直し

←市街地側 河川側→

堤防 仮土堤

当初は、ヨシ原への影響を考慮し、３工区は矢板（二重締切）による仮堤防としていたが、基準の見直しに伴
い地震等の安全性の高い土堤による仮堤防への切替が必要となったことから、最初から土堤で仮堤防を構築。

当初 変更
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現場状況（R2.1.30撮影）

資料②

第１工区（国道2号～JR神戸線）

４ 進捗状況 整備進捗状況

既設堤防開削（矢板式仮締切区間）
（R2.6.23撮影）

仮堤防

矢板式仮締切施工イメージ（断面図）

既設堤防

淀川左岸線（2期）
道路トンネル

土堤仮締切区間

矢板式仮締切区間

土堤仮締切区間

仮堤防

土堤仮締切施工イメージ（断面図）

既設堤防

淀川左岸線（2期）
道路トンネル

既設堤防箇所

仮締切
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• 大阪都市再生環状道路は、都心部の慢性的な渋滞を緩和するとともに、リダンダンシーの向
上などのネットワーク効果の他、大阪都市圏の経済・産業の活性化が期待される道路であり、
淀川左岸線はその一部を形成する路線である

• 淀川左岸線は、大阪湾臨海部や内陸部の各拠点間のアクセスを強化し、各拠点の活性化に
寄与するとともに、渋滞が発生する環状線等を経由しないルートを形成することによる時間短
縮効果や、交通の分散化による並行路線等の渋滞緩和が期待できる

• 費用便益比（Ｂ／Ｃ）は、1.5である

• 特に淀川左岸線（２期）については、関西経済連合会をはじめとした経済団体や2025年日本
国際博覧会協会から万博開催時のアクセスルート活用に向けた整備前倒しを求められている

事 業 継 続（A）
淀川左岸線については、工程・事業費の管理に努めつつ、2025年大阪・関西万博

開催時のシャトルバス限定でのアクセスルートとしての活用及び早期供用に向けて
事業を鋭意進めていく

５ 対応方針（案）
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